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“おいしい米子”を給食で
いきいきこめっこプロジェクト５周年



米子市の学校給食における食育の取り組み
「いきいきこめっこプロジェクト」が始まっ
て、今年で５周年を迎えます。今回はこの
プロジェクトのこれまでのあゆみと今後の
取り組み、そして地産地消にかける地元生
産者の思いを紹介します。

１年目 『情報発信』
平成30年度

・地元食材を特に意識した献立の実施
（毎月19日に実施する「いきいきこめっこデー」）
・広報よなご「いきいきこめっこレシピ」掲載開始
・ふるさとの食材を使った「こめっこ献立」の募集
・ホームページやラジオを活用した情報発信の強化
・夏休み料理教室

コミュニティ FM

料理教室

いきいきこめっ
こデー

２年目 『体制整備』
令和元年度

・学校給食や食育推進に関わる計画の改定
・米子市学年別 食に関する指導目標の策定
・小学校教育研究会における食育研修会の実施
・米子市学校保健会における食に関する教材制作

食に関する教材

食育研修会

おいしい米子を知ってもらう

食材の供給と教育の仕組みを整える
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
食
は
、
心

身
の
成
長
と
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
米
子
市
で
は
、
ふ

る
さ
と
の
食
の
魅
力
を
伝
え
、
食
べ
る

楽
し
み
や
い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な

心
、
郷
土
愛
を
育
む「
食
育
」の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
平
成
30
年
度
に「
い
き

い
き
こ
め
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
成
長
期

の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
安
全
安
心
な
給
食
を

提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も

た
ち
が
ふ
る
さ
と
で
あ
る
米
子
を
愛

し
、大
切
に
す
る
気
持
ち
を
養
う
た
め
、

地
元
の
お
い
し
い
食
材
や
郷
土
料
理
な

ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
子
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
連

携
し
た
給
食
や
国
際
交
流
給
食
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
食
へ
の
関
心
を
高
め
、

楽
し
く
食
を
学
べ
る
よ
う
献
立
を
工
夫

し
な
が
ら
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
、
昨
年
度

の
学
校
給
食
の
地
産
地
消
率
は
過
去
最

高
を
更
新
し
、
残
食
率
も
年
々
減
少
す

る
な
ど
、成
果
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
米
子
市
だ
け
で
な
く
、
関
係

業
者
や
地
元
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
、
そ
し
て
各
家
庭
の
理
解
が
な
け
れ

ば
成
し
得
な
い
も
の
で
し
た
。

３年目 『実践』
令和２年度

・食に関する指導の実践
・食育掲示（小中学校での食に関する掲示）
・関係機関や団体との連携充実
（大山こむぎコッペパンなど地元の食べ物を取り
入れた給食や国際交流給食など）

食育掲示

国際交流給食

４年目 『変化』
令和３年度

地産地消率が過去最高に！

残食率も徐々に減少

給食での「星空舞」
提供スタート！
令和３年４月から、学校給食
の米飯はすべて鳥取県産のお
米「星空舞」で提供しています。

「学校給食用食材の生産地別使用状況調査（指定44品目）」より

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
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米子市残食率の推移

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

68%
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80%
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56%

65%

62%
66%

県産品使用比率の推移

米子市学校給食キャラクター　こめ太・こめ子

米子市の学校給食とお米の
素晴らしさを学校や地域に
向けてアピールする給食セ
ンター食育推進部員。

いきいきこめっこプロジェクトのあゆみ

取り組みの充実へ

食に関する指導
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５
年
目
と
な
る
今
年
度
も
米
子
市
の
特

色
を
生
か
し
た
献
立
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
今
後
も
さ
ら
な
る
地
産
地
消
の
推
進

な
ど
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
食
育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
に
は「
金
メ
ダ
ル
給

食
」を
実
施
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
入
江
聖
奈
選
手

が
小
学
生
の
こ
ろ
好
き
だ
っ
た
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。
ほ
か
に

も
、
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
と
連
携
し
た「
ガ

イ
ナ
ー
レ
給
食
」や
、
地
元
の
特
産
品
で

あ
る
白
ネ
ギ「
伯
州
美
人
」を
活
用
し
た

給
食
な
ど
、
米
子
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰

ま
っ
た
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

金メダル給食の献立は、大山こむぎキャロットパ
ン、照焼チキン、クラムチャウダー、海藻サラダ、
牛乳

４月
●入江聖奈選手
金メダル給食

６月 ～食育月間～
●こめっこプロジェクト
５周年ウィーク

●ふるさと給食「大山どり」

7月
●トライアスロン給食

９月
●とっとり県民の日給食
●ふるさと給食「境港サーモン」
●ガイナーレ給食

10月
●国際交流給食「中国」

11月
●ふるさと給食「伯州美人」
●ワールドカップ給食

12月
●国際交流給食「韓国」

１月 ～全国学校給食週間～
●こめっこ献立月間（１～２月）

２月
●ふるさと給食「大山どり」

今年度も魅力ある献立が続々！

ワ ルドカップ



学校給食の地産地消率の向上は、地元の業者や農
家の皆さんの協力なくしては実現しませんでし
た。ご協力いただいている皆さんを一部紹介し、
地産地消にかける思いに迫ります。

JA とっとり西部
営農部特産園芸課長兼市場流通課長

高
た か み

見 哲
て つ や

也さん
地元農家さんに声をかけると、みなさん『学
校給食で使うなら』と、快く引き受けてくだ
さいます。地元のおいしいものを地元の皆さ
んに知ってほしい、愛してほしいというのは、
生産者の皆さんの思いであるとともに、私た
ちJAの思いでもあります。特に、旬の時期に
旬のものを味わってほしいです。食は、生命
を育て、生命をいただくことです。“命をつな
いでいる”という感謝とともに、地元の作物を
おいしく食べていた
だきたいです。

白ネギ農家
末
すえのぶ

信 さおりさん　松
ま つ お

尾 敏
としまさ

正さん
橋
は し だ

田 佳
よしあき

明さん（写真左から）
米子で栽培されている白ネギは、春夏秋冬い
つでも収穫できる品種です。ですが、強風や
大雪で倒れたり、大雨で成長が鈍ったりする
ので、手間をかけて育てています。白ネギは
米子の代表的な特産品ですが、やはり地元の
皆さんにおいしく食べてもらうのが一番うれ
しいです。野菜が苦手なお子さんも、白ネギ
をたくさん食べて、風邪をひかずに元気よく
遊んでほしいです！

にんじんは土の中にできるので、収穫するま
でどのように育っているかわからないのが難
しいところです。畑を事前に準備し、葉の色
を見極めるなどして育てています。地元のスー
パーで米子産のにんじんが並んだり、給食で
皆さんに食べてもらえたりすることは、とて
もうれしいです。にんじんの独特な匂いが苦
手という人もいるかもしれませんが、甘くて
匂いのクセの少ない品種を育てています。特
に冬のにんじんはとても甘いので、ぜひ食べ
てみてください！

にんじん農家
鷲
す み

見 幸
こ う じ

治さん

５

おいしく食べてね！


